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こ
の
予
算
案
に
お
い
て
、
観
光

誘
客
用
法
被
制
作
事
業
費
は
費
用

対
効
果
が
伴
っ
て
い
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
裏
磐
梯
に
お
け

る
冷
蔵
庫
修
繕
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
利
益
を
上
げ
て
い
る

企
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
が
修

繕
す
る
の
は
お
か
し
い
も
の
と
考

え
る
の
で
こ
の
原
案
に
つ
い
て
反

対
す
る
。

　

本
予
算
案
は
、
北
塩
原
村
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
の
で
原
案
に
つ
い
て

賛
成
す
る
。

小 

椋   

元 

議
員

遠
藤  

祐
一
議
員

反対
討論

賛成
討論

　

６
月
定
例
会
が
６
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
第
１
日

目
に
、「
平
成
25
年
度
喜
多
方
地
方
土
地
開

発
公
社
事
業
報
告
及
び
決
算
書
に
つ
い
て
」

と
「
平
成
25
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
」
の
報

告
を
受
け
、
そ
の
後
、
一
般
質
問
を
行
い
、

３
名
の
議
員
が
村
の
施
設
管
理
の
姿
勢
な

ど
を
取
り
上
げ
、
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
条
例
案
２
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
案
１
件
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
に
は
、
前
日
に
引
き
続
き
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
各
議
案

に
つ
い
て
の
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

３
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

意
見
書
２
件
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
31
人

で
し
た
。

６
月
定
例
会
あ
ら
ま
し

【
６
月
定
例
会
提
出
議
案
の
概
要
】

議
案
第
41
号

北
塩
原
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
村
県
民
税
に
お
け
る
法
人
税

割
の
標
準
税
率
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

議
案
第
42
号

北
塩
原
村
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
に
委
嘱
の
基
準
を
定
め

る
も
の
。

議
案
第
43
号　

平
成
26
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
補
助
金
、
村
制
60
周
年
記
念
式
典
記
念
品
、

林
道
高
曽
根
線
復
旧
工
事
費
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
費
、

農
産
物
加
工
設
備
費
、
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
、

観
光
誘
客
用
法
被
制
作
事
業
費
、

磐
梯
山
火
山
対
策
警
報
装
置
緊
急
修
繕
費
、

な
ど
の
増
額
に
よ
る
、
総
額
２
，
３
５
８
万
７
千
円
の
増
額
。

議
案
第
43
号　

 

平
成
26
年
度

　
北
塩
原
村
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
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一
般
質
問
1

ほ
し
い
と
の
要
望
書
を
、
小
椋
敏

一
村
長
宛
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
会
長
名
で
要
望
書
を
上
げ
て
い

る
。
そ
の
要
望
書
の
中
に
は
、「
特

に
高
齢
者
に
と
っ
て
暑
さ
は
堪
え

る
も
の
で
、
衰
弱
す
る
方
も
多
く

見
ら
れ
、
中
に
は
夏
場
は
利
用
し

た
く
な
い
な
ど
と
い
う
声
も
聞
こ

え
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
利
用
者

の
確
保
に
も
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
」
と
書
い
て
あ
る
。

　
こ
の
要
望
書
が
上
が
っ
た
と
き

に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
村
は
対
応

を
取
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
要
望

が
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
よ
う
や
く
今
に
な
っ

て
の
対
応
と
い
う
の
は
行
政
と
し

て
怠
慢
な
の
で
は
な
い
か
。

　
隣
接
し
て
い
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
も
冷
房
設
備
は
設
置
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
こ
に
も
冷
房
設
備
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　

村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
な
ど
の
村
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
、
村
が
設
置

し
た
施
設
で
あ
る
。
現
在
は
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
、
社
会
福
祉

法
人
北
塩
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

を
指
定
し
、
適
正
に
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
施
設
内
の
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
村
が

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
約
７
９
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
高
地
で
あ
り
、
冷
房
を
入
れ
る

よ
り
も
外
の
空
気
と
い
う
の
を
入

れ
た
ほ
う
が
利
用
者
の
方
々
の
体

の
た
め
に
も
な
る
の
で
は
と
い
う

考
え
で
い
た
が
、
最
近
の
猛
暑
と

い
う
状
況
か
ら
、
対
策
と
し
て
、

平
成
24
年
度
に
、
冷
風
機
を
導
入

し
た
平
成
24
年
、
25
年
と
冷
風
機

に
よ
る
対
策
を
実
施
し
た
が
、
想

定
し
た
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
今
議
会
（
６
月
定

例
会
）
に
提
案
し
て
い
る
予
算
案

に
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
冷
房
設
備
を
入
れ
る
予
算
を
組

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
導
入
す
る

方
向
で
検
討
を
す
る
が
、
優
先
順

位
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
冷
房
を
入

れ
、
そ
の
効
果
の
確
認
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

△村デイサービスセンター

△村保健センター

２
番　

蟹 

巻 

尚 

武

１ 

北
塩
原
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
及
び
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
環
境
に

つ
い
て

【
問
】　
平
成
22
年
度
以
降
、
夏
の

猛
暑
が
続
く
中
、
当
村
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
内
の

高
齢
者
の
皆
様
が
利
用
し
て
い
る

施
設
と
し
て
、
適
正
に
施
設
管
理

及
び
環
境
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
た

の
か
。

　
こ
の
施
設
が
室
内
の
温
度
の
計

測
を
始
め
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

３
回
、、
平
成
23
年
２
月
、
平
成

23
年
12
月
、
平
成
24
年
12
月
に
、

施
設
の
劣
悪
な
状
況
を
改
善
し
て
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一
般
質
問
2

５
番　

小 

椋　

 

元

１ 

県
道
会
津
若
松
裏
磐
梯
線
及

び
桧
原
湖
一
周
道
に
つ
い
て

【
問
】

①
６
５
０
メ
ー
ト
ル
の
桧
原
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
に
な
り
、
大
変
近

く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て

い
る
が
、
今
後
、
冬
に
向
か
っ

て
残
っ
て
い
る
桧
原
ま
で
の
き

つ
い
カ
ー
ブ
、
狭
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
の
改
良

が
な
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

②
桧
原
金
山
間
の
拡
幅
工
事
の
予

定
は
。

③
一
周
道
路
の
歩
道
に
つ
い
て
の

計
画
は
。

④
冬
期
間
の
桧
原
大
塩
間
の
村
道

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

交
通
に
支
障
な
い
よ
う
検
討
し

た
い
旨
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

喜
多
方
建
設
事
務
所
か
ら
聞
い

て
い
る
。
桧
原
集
落
の
近
く
で

行
っ
て
い
る
工
事
は
、
今
年
度

工
区
完
了
予
定
と
聞
い
て
い

る
。

②
桧
原
金
山
間
の
拡
幅
工
事
に
つ

い
て
は
、
今
年
は
現
在
認
可
さ

れ
て
い
る
事
業
区
間
に
加
え
、

そ
れ
よ
り
会
津
若
松
側
の
未
改

良
区
間
も
含
め
た
道
路
計
画
を

検
討
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。

③
歩
道
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
ト

ン
ネ
ル
等
の
特
殊
構
造
物
以
外

は
歩
道
を
湖
水
側
に
設
置
す
る

予
定
で
、
ま
た
ト
ン
ネ
ル
区
間

内
の
歩
道
に
つ
い
て
は
、
歩
道

的
空
間
の
あ
り
方
、
位
置
付
け

を
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
冬
期
間
の
桧
原
大
塩
間
の
村
道

に
つ
い
て
は
、
県
道
改
良
工
事

の
進
捗
状
況
を
み
な
が
ら
実
施

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

２ 

震
災
か
ら
３
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
誘
客
事

業
に
つ
い
て

【
問
】
郡
山
か
ら
の
直
通
バ
ス
、

あ
る
い
は
ス
キ
ー
場
経
由
の
会
津

若
松
行
き
の
バ
ス
、
こ
れ
ら
の
復

活
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ほ
か
に
別
の
誘
客
の
方

法
、
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

平
成
21
年
度
に
は
裏
磐
梯
高
原

と
郡
山
間
の
直
通
バ
ス
、
平
成
22

年
度
に
お
い
て
は
、
郡
山
駅
か
ら

裏
磐
梯
高
原
経
路
、
会
津
若
松
駅

ま
で
の
定
期
路
線
バ
ス
を
試
験
的

に
運
行
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

現
在
、
村
の
２
次
交
通
対
策
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
民
間
交

通
事
業
者
が
、
福
島
駅
か
ら
裏
磐

梯
高
原
経
由
、
喜
多
方
駅
ま
で
の

観
光
路
線
バ
ス
を
運
行
し
い
る
。

ま
た
、
村
内
ホ
テ
ル
等
が
協
議
会

を
つ
く
り
、
民
間
交
通
事
業
者
に

委
託
し
、
郡
山
駅
か
ら
裏
磐
梯
高

原
ま
で
の
定
期
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
村
の
２
次
交
通
対

策
事
業
と
し
て
は
民
間
事
業
者
の

バ
ス
運
行
が
、
村
の
誘
客
事
業
を

担
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
現
時

点
で
村
の
事
業
と
し
て
２
次
交
通

対
策
を
計
画
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

震
災
後
、
村
で
は
平
成
23
年
度

か
ら
、
合
宿
利
用
者
支
援
事
業
、

県
内
の
家
族
向
け
に
体
験
活
動
応

援
助
成
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

さ
ら
に
観
光
基
盤
整
備
の
た
め
、

裏
磐
梯
観
光
施
設
再
生
整
備
事
業

計
画
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
よ

り
年
次
計
画
に
沿
い
、
事
業
に
着

手
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
観
光
宿
泊
客
は
、
い

ま
だ
震
災
前
の
水
準
に
い
た
っ
て

お
ら
ず
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、
観
光
宿
泊
者
拡
大
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
着
手
し
、

宿
泊
客
５
万
人
泊
増
加
を
目
指
し

て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
村
で

は
風
評
被
害
を
払
拭
し
、
村
の
安

全
性
を
発
信
し
続
け
る
た
め
に
、

裏
磐
梯
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
村

内
の
宿
泊
施
設
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
及
び
村
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

▷
今
年
４
月
に
開
通
し
た

　
桧
原
ト
ン
ネ
ル

答①
桧
原
ま
で
の
狭き
ょ
う
あ
い隘で
急
カ
ー
ブ

な
区
間
の
改
良
計
画
に
つ
い
て

は
、
桧
原
２
工
区
は
桧
原
ト
ン

ネ
ル
北
側
の
暗
渠
工
等
、
残
工

事
施
工
中
で
あ
り
、
今
年
度
、

工
区
完
了
予
定
で
あ
る
。
桧
原

３
工
区
に
つ
い
て
は
、
測
量
、

地
質
調
査
、
設
計
及
び
国
有
林

へ
の
買
受
申
請
予
定
で
、
区
間

に
あ
る
狭
隘
箇
所
の
改
良
が
次

年
度
に
な
る
た
め
、
冬
期
間
の
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一
般
質
問
3

１
番　

若 

林 

幸 

子

１ 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
で
北
塩
原

村
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答
　

平
成
21
年
２
月
１
日
に
、
北
塩

原
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
要

綱
を
施
行
し
、
寄
付
金
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
き
た
。
村
を
こ
れ
ま

で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
個

人
で
７
名
、企
業
団
体
で
３
団
体
、

合
計
10
件
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

周
知
と
広
報
に
努
め
て
い
く
。

ま
ず
は
村
の
公
共
施
設
へ
の
設
置

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

講
習
会
に
つ
い
て
は
有
効
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
各
種
団
体
等
と

協
力
し
、
計
画
で
き
る
も
の
は
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３ 

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
、

Ｉ
Ｔ
教
材
に
つ
い
て

【
問
】
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

の
た
め
に
ど
の
様
に
指
導
し
て
い

る
の
か
。

　
Ｉ
Ｔ
教
材
を
取
扱
い
、
授
業
し

て
い
る
の
か
。

　
Ｉ
Ｔ
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は

先
生
方
が
ま
ず
し
っ
か
り
と
教
材

を
使
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
先

生
方
へ
の
指
導
や
研
修
を
行
う
の

か
。答

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育

指
導
員
会
を
推
進
の
核
と
し
、
児

童
生
徒
の
共
通
課
題
を
共
有
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ず
教

員
の
資
質
及
び
指
導
力
向
上
の
た

め
に
、
学
校
教
育
指
導
員
に
よ
る

視
察
研
修
や
、
村
内
全
教
員
を
対

象
と
し
た
教
育
講
演
会
、
村
指
定

授
業
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を

促
す
た
め
に
、
各
種
検
定
受
験
料

の
助
成
や
総
合
的
な
学
力
向
上
の

た
め
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
体
験
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
活
用
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
子

黒
板
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
等

を
活
用
し
、
写
真
や
図
表
等
を
大

き
く
提
示
し
た
り
、
動
画
を
見
せ

る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
注
目
度

を
高
め
理
解
を
深
め
さ
せ
る
な

ど
、
学
力
向
上
の
一
環
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
村
の
教
職
員
の
資
質

向
上
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
研
修
も
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

△ＩＴ教材の効果的に利用し教育の充実を図るべき。

２ 

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
に
つ
い
て

【
問
】
村
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要

性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
村
に
は
い
く
つ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ

り
、
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
各
部
落
に
１
つ
ず
つ
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
学
校
等
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る

際
に
、
父
兄
の
方
た
ち
が
使
用
で

き
る
よ
う
講
習
会
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

答
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
有
事
の
際
の
救
命
措

置
の
た
め
の
医
療
機
器
で
あ
る
。

医
療
従
事
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の

方
で
も
操
作
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
大
変
有
効
な
機
器
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

設
置
に
つ
い
て
は
、
役
場
本
庁

や
小
中
学
校
な
ど
村
の
施
設
10
か

所
、
村
の
施
設
外
で
は
、
現
在
把

握
し
て
い
る
施
設
で
ホ
テ
ル
な
ど

の
観
光
施
設
な
ど
16
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
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◎審　議　結　果　一　覧
　■６月定例会　　　○：賛成　×：反対　　議長は採決には加わらない

編  

集  

委 

員

編  

集  

委 

員

委

員

長

大

竹

良

幸

副
委
員
長

蟹

巻

尚

武

委

員

五
十
嵐
善
清

委

員

若

林

幸

子

委

員

小

椋

眞

お　知　ら　せ
次回定例会は ９月上旬頃 開会予定です。

議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　　ＦＡＸ：（２５）７３５８

議案番号

若
林
　
幸
子

蟹
巻
　
尚
武

五
十
嵐
力
雄

大
竹
　
良
幸

小
椋
　
　
元

相
原
　
和
之

五
十
嵐
正
典

五
十
嵐
善
清

遠
藤
　
春
雄

小
椋
　
義
正

遠
藤
　
祐
一

小
椋
　
　
眞

議決結果
（賛成：反対）

議 案 第41号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）
議 案 第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）
議 案 第43号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１０：１）
意見書第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）
意見書第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）

議案番号

若
林
　
幸
子

蟹
巻
　
尚
武

五
十
嵐
力
雄

大
竹
　
良
幸

小
椋
　
　
元

相
原
　
和
之

五
十
嵐
正
典

五
十
嵐
善
清

遠
藤
　
春
雄

小
椋
　
義
正

遠
藤
　
祐
一

小
椋
　
　
眞

議決結果
（賛成：反対）

議 案 第44号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１０：１）
議 案 第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）
議 案 第46号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（１１：０）
推 薦 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 可決（１０：０）

議 案 第41号　北塩原村税条例等の一部を改正する条例
議 案 第42号　北塩原村社会教育委員設置条例の一部を改正する条例
議 案 第43号　平成26年度北塩原村一般会計補正予算（第1号）
意見書第１号　要支援者を介護予防給付から外すことに反対する意見書
意見書第２号　「手話言語法」制定を求める意見書

議 案 第44号　北塩原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　　　　　　　【内容】国民健康保険税の課税限度額の引き上げ、国民健康保険税を軽減する所得判定基準の算定方法の改正
議 案 第45号　平成26年度北塩原村一般会計補正予算（第２号）
　　　　　　　【内容】国民健康保険者の負担軽減のための財政支援として、国民健康保険事業費特別会計への繰出金1,000万円の増額
議 案 第46号　平成26年度北塩原村国民健康保険事業費特別会計補正予算（第1号）
　　　　　　　【内容】国民健康保険税本算定に伴う、保険給付費等4,368万3千円の増額
推 薦 第１号　北塩原村農業委員会委員の推薦について（五十嵐　正典氏）

　■６月臨時会　　　○：賛成　×：反対　　議長は採決には加わらない

◎
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外

す
こ
と
に
反
対
の
陳
情

 

〈
陳
情
者
〉

会
津
若
松
市
東
千
石
１

−

２

−

13

　

医
療
と
福
祉
を
良
く
す
る
会
津
の
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

木
村　

宏
明

○
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

 

〈
請
願
者
〉

福
島
市
渡
利
字
七
宮
１
１
１

　

福
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
　

会
長　

吉
田　

正
勝
ほ
か
２
名

 

〈
紹
介
議
員
〉
五
十
嵐
善
清
議
員

◎
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

 

〈
請
願
者
〉

会
津
若
松
市
城
東
町
16

−

１

　

会
津
地
方
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　

議
長
代
行　

池
田
雄
次
郎

 

〈
紹
介
議
員
〉
小
椋
元
議
員

陳
情
・
請
願


